
道
任
論
じ
て
孫
中
山
に
及
ぶ
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本
日
此
の
淡
文
勝
一
ゐ
聞
の
殺
A
V
式
に
あ
た
っ
て
、
お
話
ど
す
る
之
と
は
な
の
苓
ぴ
と
す
る
所
で
あ
る
。
そ
之
で
私
は
、

一今

索
考
へ
て
ゐ
る

一
端
k
論
じ
て

‘
皆
様
の
芯
見
乞
聞
き
た
い
。
な
は
淡
附
学
中
氏
於
て
支
那
哲
問
問
十
を
研
究
し
て
ゐ
る
。
支
那

哲
皐
収
納
山
を
研
究
す
る
と
、
問
洋
哲
問
中
と
趣
、
が
迷
っ
て
ゐ
る
。
郎
ち
磁
洋
哲
感
か
ら
支
那
哲
撃
を
剣
断
す
る
に
、
支
那
に

は
問
洋
流
の
哲
問
問
午
、
が
な
い
と
一
去
っ
て
笠
し
い

。
北
ハ
は
西
洋
哲
m

撃
は
同
県
却
の
研
究
で
あ
る
。
支
那
思
想
又
は
東
洋
哲
向
学
は
遂

の
研
究
で
、
道
、
が
針
象
で
あ
る
。
毘
(
却
は
知
識
で
あ
b
、
道
は
寄
人
の
知
識
だ
け
で
は
な
く
、
知
情
意
の
働
3
を
一
試
ふ
。

支
那
哲
m
や
は
組
一
、
道
、
敬
、
勝
一
ゐ
問
夕
、
が
一践
に
入
ら
ね
ば
正
し
い
剣
隣
は
符
ら
れ
な
い
c

今
日
は
此
の
大
切
な
遂
に
就
い

て
半
訪
を
致
し
た
い
と
思
ム
'
。

「
道
」
と
は
恋
人
の
道
路
が
本
義
で
、
日
本
で
は
「
み
も
」
と
云
ふ
、
が
、
「
み
」
は
所
制
間
接
頭
一
括
で
、
「
ち
」
、
い
か
路
で
あ
る
。
道

の
筋
道
と
一
試
ふ
事
で
、
彼
此
の
関
係
を
一
示
す
も
の
で
あ
る
。
「
換
一
一
一
目
す
れ
ば
、
道
と
は
天
下
公
共
の
も
の
で
あ
b
、

市
の
で
、
靴
、
が
作
っ
た
と
一
お
ふ
事
な
く
よ
た
ん
吋
だ
る
原
野
に
人
類
の
生
存
と
同
時
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
当
れ

り
賀
行
を
伴
ム
も
の
で
あ
る
。
入
、
が
歩
か
ね
ば
、
遣
は
一
克
の
道
な
さ
と
同
じ
で
あ
る

d

否
入
、
が
あ
る
く
道
路
は

を
帯
び
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
ο

又
、
道
は
愛
護
的
、
安
際
的
で
あ
っ
て
、
抽
象
的
の
も
の
で
は
な
い
。
共
の
様

、
が
歩
く
道
路
代
就
い
て
の
係
件
で
あ
る
。
天
道
、
地
道
、
人
選
と
は
北
〈
を
類
推
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
月
、
が
一



定
の
関
係
を
保
つ
が
如
く
、
一
定
の
傍
線
、
一
定
の
関
係
を
持
り
て
ゐ
る
天
の
澄
が
天
体
を
生
じ
だ
も
-
の
に
一議
川
い
な
い
。
地

に
も
送
、
が
あ
る
。
地
球
は
数
協
同
年
を
緩
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
地
球
内
部
に
は
、
銭
豚
も
あ
れ
ば
石
茨
獄
も
あ
λ

ッ、又

地
震
腕
も
あ
る
。
規
の
如
く
道
は
天
地
人
を
一
貫
し
た
も
の
で
あ
る
つ
此
を
支
那
一
訟
で
は
「
文
」
と
す
る
、
部
ち
天
文
、
地
文
、

人
文
で
あ
る
。
人
文
に
就
い
て
考
へ
れ
ば
、
一
枇
舎
は
道
で
維
持
さ
れ
る
。
部
ち
一
位
舎
に
は
天
子
あ
台
、
士
、
農
、
工
、
商
あ
b
‘

雑
然
と
し
て
ゐ
る
、
が
、
彼
我
の
関
係
を
一
定
せ
し
め
る
庭
の
も
の
が
、
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。
党
院
父
子
の
関
係
を
規
定
す
る

践
の
も
の
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
遂
か
ら
見
れ
ば
一
世
間
は
愛
別
問
介
。
た
、
が
二
百
か
ら
見
れ
ば
枇
舎
は
一
り
の
有
機
的
の
も
の

で
あ
る
。
有
機
的
と
は
差
別
と
平
等
と
が
平
行
す
る
事
だ
が
、
一
枕
舎
が
混
沌
と
し
て
ゐ
た
ら
如
何
か
、
差
別
あ
る
時
に
も
、

平
等
的
に
迩
絡
し
て
後
展
、
が
あ
る
。
故
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
加
さ
偶
人
主
義
は
東
洋
の
遊
と
は
絡
認
に
拐
容
れ
ね
。
東
洋
で

は
退
か
ら
差
別
を
持
っ
て
ゐ
る
。
が
説
m
渇
的
の
も
の
で
波
長
し
ま
る
ジ
東
洋
で
は
選
、
が
あ
る
か
ら
磁
を
重
ん
ず
る
♀
機
は

枇
令
分
子
の
関
係
を
規
定
す
る
。
人
体
で
も
政
は
上
に
、
足
は
下
代
、
口
代
一物
を
た
ペ
、
下
は
物
を
出
す
。
若
し
平
等
だ
と

去
へ
ば
如
何
な
る
人
体
と
な
る
か
、
到
底
究
会
友
人
間
だ
と
公
ム
乙
と
は
出
来
ぬ
。
交
賎
傘
卑
は
人
類
枇
舎
に
は
有
b
得

ぺ
き
乙
と
で
、
平
等
主
義
、
倒
人
主
義
で
は
…
枇
舎
は
成
立
せ
料
。
又
選
と
一気
ム
も
の
は
天
地
人
を
一
設
す
る
も
の
で
あ

る
。
放
に
留
に
見
え
る
現
象
世
界
は
、
遂
と
一
流
ふ
紛
で
張
ら
れ
て
ゐ
る
つ
捌
酬
は
一
路
乞
動
か
せ
ば
茶
の
力
は
他
の
尽
に
ま

で
及
、
ぶ
ο

人
は
一天
地
の
間
に
あ
b
、
故
代
人
の
行
は
天
地
代
関
係
す
る
。
道
徳
上
の
斑
想
は
、
入
と
自
然
界
と
、
が
一
致
す

る
の
が
よ
い
。
孔
子
は
天
人

一
体
を
現
怒
と
し
、
例
数
で
は
大
我
と
小
我
と
の

…
致
。
乞
総
当
¥
榊
還
で
は
紳
人
人
口
一
を
f

就
い

て
ゐ
る
。
斯
く
で
あ
ら
ゆ
る
数
は
皆
川
端
の
中
に
浸
入
す
る
に
あ
る
。
3

j
ロ
ツ
バ
の
文
化
は

J

日
然
を
離
れ
J
'
L

自
然
を
征
服

ヤ

ソ

敬

に

於

て

も

、

紳

と

人

と

は

離

れ

だ

も

の

で

、

も

紳

と

は

な

れ

衣

い

。

東

洋

の

系

す
る
。

人
間
、
が
如
何
に
勉
強
し



激
は
一
柳
人
間
積
で
あ
る

u

線
級
潟
象
皆
巡
の
殺
視
で
あ
る
。
文
那
で
は
税
入

日

本

で
は
紳
九
印
度
で
は
偽
陀
の
如
き
も

の
で
あ
る
。
単
一
人
と
は
何
か
、
天
地
の
遊
を
内
紫
外
主
に
依
L
Y
℃
治
め
し
者
で
あ
る
c

孔
子
、
武
子
、
基
子
、
荷
子
等
の
稔
〈

所
も
地
問
然
b
で
あ
る
ο

治
側
一中
天
ア
は
係
者
の
淑
想
で
あ
る
が
、
務
子
百
家
も
亦
治
閣
不
天
下
を
説
い
て
ゐ
る
。
放
に
文

那
思
想
ば
問
件
の
呉
川
と
は
趣
を
具
に
す
る

J

治
関
半
天
下
、
な
ど
と
…
x
ふ
事
は
西
洋
に
は
な
い
。

文、
e

一
技
に
一一
点
つ
で
も
茶
の
送
、
剣
道
、
柔
道
等
皆
遊
が
あ
る
。
術
と
一

X
A
の
は
道
よ

b
も
一
段
低
く
、
手
並
の
乙
と

で
あ
る
リ
滋
は
手
設
で
な
く
人
小
柄
糾
力
を
集
中
し
て
初
め
て
経
し
得
る
も
の
で
あ
る
c

遊
裂
の
一知
主
も
の
で
も
‘
精
校
入

刊
の
域
代
迷
す
る
に
は
、
身
命
を
打
込
ま
ね
ば
弁
枯
ら
ね
。
此
乙
7
て
奨
の
向
学
問
と
…
χ
ム
も
の
だ
。
然
る
に
西
洋
哲
向
学
で
は
口
県

改
の
仙
沼
究
、が
あ
る
ば
か

b
で
あ
る
。
哲
感
は
、
知
子
)
愛
す
と
か
、
知
を
好

U
と
か
一五
ふ
も
の
で
あ
る
。
論
理
接
、
認
識
論
な
ど

総
て
仰
一位
を
中
心
と
し
て
科
向
学
的
に
や
ク
て
行
く
。
知
力
偏
設
で
情
意
の
陶
治
を
忘
れ
て
ゐ
る

J

何
人
か
西
洋
哲
感
を
諌
ん

で
域
経
m
興
起
し
た
も
の
が
あ
ら
う
か
υ
筒
洋
哲
感
は
論
潔
は
一
総
密
で
も
心
の
奥
底
に
し
み
渡
る
も
の
、
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

明
治
の
初
め
、
我
が
文
部
省
の
方
針
は
、
西
洋
に
倣
っ
て
、
知
に
備
し
て
人
格
修
養
宮
家
ん
じ
な
か
ク
だ
っ
近
来
稿
冷
紳
枇
偽

閣
を
奔
す
る
と
か
、
宗
数
を
入
れ
る
と
か
、
も
、
が
い
て
ゐ
る
。
従
来
の
還
と
一
ス
ム
事
か
ら
云
へ
ば
、
東
洋
の
宗
敬
は
宗
教
で
あ

忍
と
共
に
道
徳
で
あ
b
、
儲
数
の
如
き
は
宗
敬
で
は
在
い
が
、
矢
民

b
此
に
依
ハ
ノ
て
確
乎
た
る
信
念
を
平
一
交
ム
事
が
出
来
る
。

道
は
間
半
な
る
知
識
だ
け
で
は
な
い
。
倫
却
も
宗
数
も
介
ん
で
ゐ
る
。
現
代
の
欠
陥
は
、
一一水
に
走
っ
て
本
を
忘
れ
た
所
に
あ
る
。

抜
次
に
と
の
演
越
の
「
孫
中
山
に
及
ん
で
レ
御
誌
を
し
だ
い
と
忠
ム
。
今
や
支
那
問
題
は
全
世
界
の
説
敵
加
を
集
め
℃
底

b
、
立
つ
今
日
は
上
泌
総
攻
撃
が
行
ば
れ
る
と
い
ふ
の
で
、
い
さ
さ
か
際
物
の
戚
も
あ
る
が
、
現
在
の
中
華
民
閥
革
命
の

原
動
力
は
孫
中
'山
で
あ
る
。
ザ
悶
ナ
命
以
来
二
十
三
年
に
衣
る
が
1

比
一の
間
天
下
容
日
無
し
と
い
ふ
戚
が
あ
る
。



四

孫
中
山
は
、
我
が
廃
熔
二
年
に
生
れ
て
、
明
治
二
十
年
頃
香
港
の
議
一緒
子
放
に

λ
つ
℃
ド
グ
L
r
y

に
な
っ
た
。
初
は
彼
も

愛
閣
の
士
で
あ
っ
た
。
二
十
入
年
李
鴻
意
に
建
白
書
を
上
つ
だ
が
、
時
-
弊
を
衝
い
だ
堂
ん
句
、
た
る
も
の
で

B

革
命
的
思
想
な

ど
は
含
ん
で
ゐ
な
か
っ
た
。
ゃ
、
が
て
キ
η
ノ
ス
ト
数
に
入
っ
て
、
度
東
で
中
間
開
青
年
舎
を
立
て
る
に
及
ん
で
危
険
人
物
と
さ

れ
る
に
去
っ
た
。
二
十
九
年
ロ
ン
ド
ン
に
行
き
支
那
官
憲
の
震
に
捕
は
れ
た
、
が
、
治
外
注
楼
に
依
っ
て
英
関
か
ら
抗
議
が

出
て
放
さ
れ
た
。
一
時
は
孫
中
山
の
首
に
は
十
市
内
弗
の
懸
賞
、
が
か
け
ら
れ
て
あ
っ
た
。
四
十
四
年
共
和
閣
大
統
僚
と
な
っ

た
。
孫
中
山
の
著
書
の
中
で
、
私
は
建
閣
方
略
と
三
民
主
義
と
乞
見
だ
。
「
建
関
方
略
」
の
概
要
を
迷
べ
る
と
、

…
、
翼
政
建
設

二
、
物
質
建
設

一
二
、
一
枇
舎
建
設

問
、
同
ψ

郷
愁
設

で
、
此
の
倒
家
建
設
中
の
入
伎
の
中
‘
川
町
旅
氏
牛
一
段
様
の一一
一つ
が
所
諮
三
民
主
義
な
の
で
あ
る
。
間
芯
仙
寺
の
も
の
、
が
芯
怨

の
巾
・
心
暗
ど
な
し
た
。
孫
中
山
の
思
想
は
科
接
的
で
i

世
の
人
は
「
知
る
は
易
く
行

λ
は
難
し
しと…
一一一同ふ、
が
、
之
は
設
で
「
一知
る

は
鰍
く
行
ム
は
Hm
し
」
と
一
一
一
一
向
ム
ベ

3
死
。
支
那
入
の
知
識
耗
皮
が
依
い
の
で
、
一
段
之
を
場
活
ね
ば
な
ら
ぬ
。
知
識
な
増

せ
ば
欧
米
の
如
く
は
強
と
な
る
乙
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
吋
m

誠一
は
物
質
文
明
に
役
女
だ
し
ひ
る
た
め

の
知
識
で
あ
る
、
と

競
い
て
ゐ
る
。

次
代
三
民
主
義
の
中
の
民
族
主
義
に
い
っ
て
ぺJH
へ
ば
、
民
族
と
い
ふ
も
の

は
、

的
に
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
支
那
に
は
色
令
の
民
族
が
あ
る
2

浅
民
族
が
北
九
の
ime 紙

保
管
機
道
徳
宗
教
な
ど
か
ら
向
然

れ
乞
な
す
も
の
で
あ
る

3

然
る
に
鴎



勢
日
冷
代
表
へ
途
に
は
枇
界
の
孤
民
地
比
一
類
す
る

!
i
m
m氏
地
!
ー
に
な
っ
て
し
設
λ
は
う
と
す
る
。
思
J
P

に
物
質
文

明
に
於
て
は
文
那
は
前
洋
代
及
ば
な
い
、
が
、
精
紳
文
明
に
於
て
は
議
か
に
倣
米
子
一凌
松
一
し
て
ゐ
る
。
川
仰
に
ー
忠
学
、
仁
愛
、

信
義
、
和
卒
の
誇
徳
の
如
き
は
、
我
、
が
樽
統
的
な
道
徳
で
村
川
家
袋

1

後
迷
せ
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
共
和
制
州
民
於
て
は
忠

は
不
一
裂
と
い
ふ
人
も
あ
る
、
が
、
之
は
民
家
に
針
す
る
道
徳
で
大
切
で
あ
る

J

我
が
闘
の
政
治
哲
壌
の
後
設
は
欧
米
の
泣
く

双
ば
ま
る
別
で
あ
る
。
放
に
赴
等
中
乞
殺
廃
す
れ
ば
必
ず
閣
は
す
一
仮
に
な
る
、
と
一
一
お
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

孫
中
山
は
筑
間
な
ど
の
如
く
、
利
そ
が
み
、
戦
を
好
uU
低
級
な
人
と
は
迷
っ
て
、
一
精
糾
的
道
徳
的
法
相
方
商
代
収
し
だ
乙

と
は
偉
い
。
然
し
私
を
し
て
一
寸
前
は
し

U
れ
ば
、
何
故
に
忠
孝
仁
変
等
似
々
の
徳
自
の
み
を
恭
げ
℃
「
車
一
人
」
と
一一
お
は
な
か

οた
か
c

何
故
還
と
一
一
誌
は
な
か

οだ
か
。
王
道
と
一
お
ふ
乙
と
も
一
一
一
回
り
て
は
庶
る
、
か
、
北
ハ
の
設
た
る
や
帝
関
主
義
と
同
じ
ゃ

う
な
説
明
代
陥
り
て
ゐ
る
。
遂
と
い
ふ
も
の
を
明
か
に
せ
ね
か
ら
、
三
民
主
義
は
間
洋
の
個
人
主
義
を
も
っ
て
来
て
ゐ
る

d

露
間
斑
な
ど
の
革
命
精
紳
を
も
以
b
入
れ
て
ゐ
る
。
支
那
の
古
来
の
革
命
に
は
「
天
命
を
一
本
じ
て
」
と
い
ふ
大
限
想
が
あ

っ
た
。
選
が
あ
O
だ
。
然
る
に
孫
中
山
の
革
命
に
は
遂
に
一
一
一
一一
向
も
鰯
れ
て
ゐ
な
い
。
凡
ん
抑
1

支
那
、
が
今
日
も
、
精
乱
れ
て
ゐ

る
所
以
で
あ
る
と
思
ム
。

今
や
支
那
は
四
分
五
裂
の
有
様
で
、
図
家
と
し
て
少
し
も
統
一
さ
れ
て
ゐ
な
い
や
議
閣
と
い
ふ
一
一
一
一
口
葉
の
示
す
如
く
、
支

那
は
闘
民
議
な
る
一
廷
に
よ
っ
て
南
京
間
近
に
一
政
府
が
あ
る
と
い
ふ
に
過
ぎ
な
い
。
遣
な
ど
と
い
ふ
観
念
は
今
の
軍
閥

に
は
少
し
も
な
い
制
側
、
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
東
洋
に
於
て
「
選
」
は
根
本
で
あ
る
。

J

満
蒙
新
岡
家
も
「
選
」
を
一
以
て
治
め

ね
ば
駄
目
で
あ
る
Q

市
し
て
、
文
恕
制
作
大
惑
は
我
、
が
間
教
育
の
源
泉
で
あ
る
か
ら
、
遂
の
研
究
ミ
そ
此
の
大
撃
の
任
務
で
玄
け
れ
ば
な
ら
家

、

主
一



ぃ
。
大
間
的
小
令
衣
ど
も
「
大
嬢
ハ
道
一
ヲ
現
カ
エ
ス
戸
ヲ
以
-7

数
育
勅
一
誌
に

進
」
と
仰
せ
ら
れ
て
、
「
郊
の
異
怒
」
と
は
言
っ
て
居
ら
れ
な
い
。
一
期
し
て
還
の
根
本
な
る
も
の
の
五
拾
の
還
で
あ
る
乙
と
は

一
一
一
一
回
ふ
ま
で
も
衣
い
之
と
で
あ
る
。
(
七
，
二
、
ニ

C
、
講
演
略
記
，
文
京
在
記
者
〉

乙
¥
に

2
…
一
ご
と
い
っ
て
も
‘
そ
の
内
裂
と
か
箆
協
と
か
は
頗
る
廃
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
乙
L

で
は
東
洋
及
び
西
洋

に
於
け
る
吋
腕
一
ご
の
傾
向
の
相
述
、
意
義
、
方
法
に
つ
い
て
迷
べ
よ
う
と
忍
ム
。

務
部
ち
慰
問
は
乙
れ
を
免
す
主
体
が
偶
人
に
あ
る

9

部
し
て
そ
の
封
象
の
'
如
何
に
鶴
せ
ず
、
僚
依
の
普
一
通
妥
蛍
牲
が
菜

求
手
れ
、
東
洋
向
洋
支
那
と
庖
別
き
る
¥
乙
と
は
な
い
。
結
し
之
を
擦
史
的
に
考
察
す
る
と
、
そ
の
環
接
、
民
族
、
関
土

に
熔
じ
て
間
決
り
た
傾
向
を
布
す
る
も
の
で
、
前
件
で
は
ユ
ヂ
プ
ト
、
ギ
リ
ノ

V

ア
等
の
、
東
洋
で
は
文
部
、
イ
ン
ド
等
の
文

化
が
次
第
代
後
悲
し
，
互
に
影
響
交
拶
し
あ
っ
て
診

A
1
5
の
世
界
文
明
を
来
し
た
。
ぷ
ヂ
プ
ト
文
明
は
ア
ッ
ジ
リ
ノ
ヤ
よ

b

俸
は
品
、
ギ

y
ジ
ア
に
俸
は
り
だ
が
、
後
、
之
に
キ

y
ス
ト
数
が
知
っ
て
今
誌
の
謀
議
を

4

然
し
た
っ
然
し
キ
η
ノ
ス
ト
教
は

偽
数
と
共
に
宗
数
と
し
て
放
ム
一
円

3
も
の
攻
れ
ば
「
郡
一
乙
の
訟
象
と
は
期
締
の
も
の
汝
，
今
之
を
徐
芸
、
と
し
て
，
文

那
に
起
ク
だ
場
開
と
ギ

yγ
ア
に
起
っ
た
接
的
と
を
観
察
し
℃
吋
か
よ
う

r
G

一
般
的
代
は
前
作
は
班
論
的
で
、
東
洋
は
貿
践
的
な
ら
と
い
は
れ
、

本
と
す
、
と
い
は
れ
る
が
之
は
概
話
的
で
あ
っ
て
き

m-凡-:r‘

高

回

出
品
九

治

本
と
し
、
向
洋
は
偶
人
中
…

然
し
そ
の

し、

し
て

/，;_) 

も
ジ〉
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